
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 4回                    中学受験のヘクトパスカル 

 

(1) 氷が解けて水になったとき水面は平均の高さになります。 

 

 
𝐶𝐺+𝐴𝐸

2
 = 

𝐵𝐹+𝐷𝐻

2
 = 平均の高さ 

    ↓ 

 CG＋AE ＝ BF+DH 

  4 + 12 = 10 + DH 

  DH = 16-10  

= 6(cm) 

 

 

 

(2) 平均の高さが底面を床につけたときの 

水面の高さになります。 

 
4+12

2
=8(cm) 

したがって，水の体積は， 

12x10x8=960(cm3)・・・水の体積 

 

12cm 

10cm 4cm 

 

6cm 

960cm3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改訂版６年上例題解説 第 4回                        中学受験のヘクトパスカル 

 

(1) 

はじめの 1時間は基本料金ですから 

加算される時間は， 

  

3時間 40分－1時間＝2時間 40分 

                 ＝160分 

 

160分間に加算される区間」は何回あるか？ 

 160÷30=5 あまり 10  

⇒ ５区間を超えてしまうので，加算される区間は，  5+1=6区間 

 

したがって， 料金は 600+250x6 = 2100(円) 

 

(2) 

基本料金の 600円を引いてしまいます。 

 5000-600=4400(円) 

 

 

その後 1区間 250円ですから 

4400÷250=17(区間)あまり 150円 

 

 

 したがって，求める時間は 

1時間＋30x17 = 9時間 30分     

          

     

 

 

  

 

1時間 30分 30分 30分 30分 30分 30分 

3時間 40分 

 600円  250円  250円  ・・・・・・ 

払う料金 

はじめの 1時間 
 

30分が 17区間  

※ 4600円持っていた場合は 

4600-600=4000 

4000÷250=16(区間)ピッタリ 

    ↓ 

1時間＋30x16 = 9時間  

9時間 30分 

2100円 



 

  改訂版６年上例題解説 第 4回                       中学受験のヘクトパスカル 

 

 容器と水の体積比は横倒しにしても変わりません。 

 

容器と水の部分は底面積が同じですから 

高さの比から体積比を求めます。 

 

8cm:6cm=4:3・・・容器と水の体積比 

 

面 ADEB を下にしたときも底面は共通ですから横から

見た図で考えます。 (※ 面積だけを考えていきます。) 

 

右の図で，CGH(空気の部分)と CAB の面積比は， 

(4-3):4 = 1 : 4 

              ↓ 

       (1x1):(2x2) 

 CGH と CAB の相似比は 1 : 2 となります。 

         ↓ 

CH : CB = 1 : 2 より， 

CH の高さは 10x
1

2
=5cm 

  よって， 

HB(水の深さ)は， 10-5=5(cm) 

 

 

A B 

C 

G H 10cm 

空気 

水 

４ 

３ 

１ 

相似比が a:b のとき 

面積比は axa : bxb  

5cm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 4回                    中学受験のヘクトパスカル 

 
 

(1)  

A は 27分で 18cm の割合ですから， 

 A の速さは 18÷27= 
2

3
(cm/分)燃えます。 

アは Aが(18-10=)8cm燃えるのにかかる時間で

すから， 

 8÷
2

3
 = 12(分)・・・ア 

 

また， B は(20-12=)8分で 10cm燃えますから 

1分で(
10

8
=)

5

4
cm もえます。 

20分間に燃える長さ（イ）は 

  
5

4
x20=25(cm)・・・イ 

  

 

   

  

 

(2)  

①分後に 4:3 になるとします。 

A が毎分
2

3
cm ずつ， 

B が毎分
5

4
cm ずつ燃えて短くなり 

その長さが 4:3 になるとして比例式をつくり

ます。 

 (18-
2

3
) : (25-

5

4
) = 4 : 3 

 

 外項の積＝内項の積 より 

(18-
2

3
)x3 = (25-

5

4
)x4  

54-②= 100-⑤ 

左の図の計算より 

 5-2=③ が (100-54=)46 にあたります。 

したがって， 

①は 46÷3 =15
1

3
(分後) 

            =15分 20秒後 

 

比例式をつくって解く方法です。 他の解法は「ステップアップ演習５」を参照 

 

分配法則 
 

100 

54 
② 

⑤ 

※ 比例式の解法の方が中学以降の学習

に有効です。 

ア・・12  イ・・25 

15分 20秒後 


